
 
 

令和６年６月１８日 

国土交通省関東地方整備局 

京浜河川事務所 

 

令和６年度水マス推進サポーター認定式を開催します 

～ ４団体を新たに水マス推進サポーターとして登録 ～ 

 

 鶴見川流域では、「鶴見川流域水マスタープラン（通称：水マス）」を策定し、市民、市民

団体、企業及び行政が連携して水循環系の健全化に取り組んでいます。 

 この取り組みの推進のため、流域貢献活動を行っている団体を水マス推進サポーターとし

て新たに４つの団体を認定します。 

 

  

日 時：令和６年６月２８日（金）１０時００分～１０時５５分 

 場 所：鶴見川流域センター ２F 展示ルーム 

     （神奈川県横浜市港北区小机町２０８１） 

     JR 横浜線「小机駅」より徒歩７分 

 内 容：水マス推進サポーター認定式 

     認定証授与及び認定団体からの活動紹介 

 

 

 ※会場の都合により一般の方のご参加はできませんので、予めご了承願います。 

 ※取材をご希望される報道機関の方は、別紙－１「取材登録書」にて事前にお申し込み下さい。 

（詳細は別紙－２をご確認ください。） 

 

 

＜発表記者クラブ＞ 

竹芝記者クラブ 神奈川建設記者会 神奈川県政記者クラブ 東京都庁記者クラブ 

＜問い合わせ先＞ 

関東地方整備局 京浜河川事務所 

電話：０４５－５０３－４０００（代表） FAX：０４５－５０３－４０１０ 

副所長    小川 浩  （内線：２０５） 

流域調整課長 佐藤 克巳 （内線：３６１） 

 



■水マス推進サポーター制度
　鶴見川流域では、平成１６年８月に鶴見川流域水協議会（国土交通省、東京都、神奈川県、横浜市、

川崎市、町田市、稲城市）により策定された「鶴見川流域水マスタープラン（通称：水マス）」の普及

啓発を図るため、関係する流域の市民団体、企業及び行政により「ふれあって流域鶴見川実行委員会」

を設置し、水マス啓発の活動を進めています。

　この取り組みの一つとして、水マスのビジョンに沿った「流域貢献活動」をすでに行っている団体･

企業を鶴見川の応援団「水マス推進サポーター」として認定し、それぞれの主体による「流域貢献活

動」を通じて水マス推進のための情報交換や貢献活動の連携の輪に加わって頂くための仕組みが「水マ

ス推進サポーター」制度です。

■令和６年度　「水マス推進サポーター」　認定団体一覧

団体･企業名 活動内容 活動場所

野中谷戸源流自然の会
鶴見川源流谷戸のササ刈り、雑草刈り
等を実施し、雑木林、湧水の管理を継続
的に行う

鶴見川源流保水の森･
野中谷戸中の谷源流

OE！yokohama
綱島河川敷で子どもたちの生きもの調査
と植生管理等を行う

綱島河川敷を中心とした鶴見
川流域

神奈川県公園協会･石勝エクステリ
ア･サカタのタネGSグループ

園内樹林地の管理や自然観察会の開催
等による環境教育の推進と鶴見川情報
コーナーの設置による水マス普及啓発を
行う

神奈川県立三ツ池公園

横浜市鶴見区特化型ポータルサイト
これつる～日日是つるみ～編集部

水マス及び鶴見川関連情報の「これつ
る」による情報発信を行う

鶴見区

※水マス推進サポーター規約及び認定団体一覧につきましては、
以下の京浜河川事務所HPをご覧ください。

https://www.ktr.mlit.go.jp/keihin/keihin_index052.html

https://www.ktr.mlit.go.jp/keihin/keihin_index052.html


　　　■水マス推進サポーター認定式

　　　開催日時：　令和６年６月２８日（金）１０：００～１０：５５

　　　開催場所：　鶴見川流域センター　２F展示ルーム
　　　　　（神奈川県横浜市港北区小机町２０８１）
　　　　　JR横浜線「小机駅」より徒歩７分

　　　内　　容：　水マス推進サポーター認定式　

　　　　～　認定証授与及び認定団体からの活動紹介　～

＜鶴見川流域センターまでの案内図＞



鶴見川では洪水、水環境、自然環境、震災・火災、親水に対して、総合的に取り組むことによる「健全な水
循環系の構築」を目指し、流域の市民、市民団体、企業、行政が協力して平成１６年８月に鶴見川流域水マ
スタープランを策定しました。策定から10年以上が経過し、これまでの取組みを見直し、地球温暖化など近
年の状況を踏まえ、平成２７年１２月に鶴見川流域水マスタープランを改定しました。
（ 鶴見川流域水マスタープラン ホームページ http://www.ktr.mlit.go.jp/keihin/keihin_index049.html ）

鶴見川流域水マスタープランの概要

http://www.ktr.mlit.go.jp/keihin/keihin_index049.html


河川及び流域における水害の発生、河川流量の減少と水質汚濁、自然環境の悪化、震災･火災時の防災、減災、
水辺とのふれあいの不足の問題･課題に対し、流域の社会動向を踏まえ、水循環系の視点から流域的視野で取り
組むべき対応策を以下の５つの流域水マネジメントにまとめています。

洪水時水マネジメント

＜基本方針＞

平常時水マネジメント

自然環境マネジメント

震災・火災時マネジメント

水辺ふれあいマネジメント

☆洪水の危険から鶴見川流域を守ります
  ･流域が一体となった治水安全度の向上
･水害に強いまちづくり
･地球温暖化に伴う降雨量及び降雨強度の増大、海面上昇等の変化
への適応
･小流域への豪雨による土砂災害への適応
･大規模震災に備えた津波に強い河川施設等の整備

☆豊かで清らかな水環境を創出します
･支川の自然の流量を確保
･地下水の保全･涵養と湧水の復活
･子供たちが水遊びでき、多様な水生生物が生息･生育･繁殖
できる水質に改善
･東京湾への汚濁負荷の削減
･水を再利用する社会の実現

☆流域のﾗﾝﾄﾞｽｹｰﾌﾟ、生物多様性を保全･創出･活用し
自然とふれあえる都市を再生します
･流域に残された自然環境の保全
･水と緑のネットワークの保全･回復
･身近な自然と共生する都市の再生

☆震災･火災時の危険から鶴見川流域を守ります
･河川を生かした災害に強いまちづくり
･河川とまちの連携による防災ネットワーク化

☆河川とのふれあいを通じて、流域意識を育むうるおい
のあるくらしを実現します
･流域学習の促進
･多様な資源を活用した流域ツーリズムの推進
･流域の環境に負荷をかけないくらしの実践

＜水マス５施策＞

■計画の内容



水 マ ス 推 進 サ ポ ー タ ー 認 定 式

取 材 登 録 書

水マス推進サポーター認定式の取材をご希望の報道機関におかれましては、
事前に登録をお願い致します。

FAX送信期限 ：令和６年６月２５日（火）１７時００分 まで

１．報道機関名

２．取材者等

（１）ご氏名

（２）連絡先 TEL

（３）取材人数 人

「有」を選択した場合
（４）テレビカメラの有無 有 無 台

３．送信先 （FAX）０４５－５０３－４０１０

４．問い合わせ

国土交通省 関東地方整備局 京浜河川事務所
流域調整課 佐藤 克巳 TEL ０４５－５０３－４００９（直通）

（別紙－１）



（別紙－２） 

令和６年度水マス推進サポーター認定式の開催について 

（報道の方へ） 

 

標記式典につきまして下記のとおり開催しますので、お知らせいたします。 

 

記 

 

１．開催日時 令和６年６月２８日（金） １０：００～１０：５５（予定） 

 

２．開催場所 鶴見川流域センター ２F 展示ルーム 

住所：神奈川県横浜市港北区小机町２０８１ 

開催場所の最寄り駅： 

JR 横浜線 小机駅 徒歩 約７分 

※公共交通機関をご利用下さい。 

 

３．事前登録のお願い  

会場準備の都合上、事前登録制とさせて頂きます。取材をご希望される報道機関の方は、

別紙－１「取材登録書」を記入の上、６月２５日（火）1７時までにＦＡＸにて送付をお

願いします。 

 

４．報道関係者の受付 

受付日時 令和６年６月２８日（金） ９：４５～９：５５ 

受付場所 鶴見川流域センター ２F 展示ルーム 

当日は、受付にて受付名簿に必要事項の記入をお願いいたします。 

 

５．取材に当たっての注意事項 

取材に当たっては、以下の注意事項をご確認いただき、その遵守へのご協力をお願い

します。 

･事務局の指定した場所以外での撮影、取材は、ご遠慮ください。 

･取材に必要となる電源は、各社（各自）にてご用意下さい。 

･携帯電話は、マナーモードにするか、電源をお切り下さい。 

･会場では、着席のうえ、静粛にして下さい。 

･会場での飲食及び喫煙はご遠慮下さい。 

･事故防止の観点から、取材に当たっては節度ある行動をお願いします。 

･手荷物、貴重品等の管理は各自にてお願いします。 

･式典の円滑な進行のため、係員の誘導、指示に従ってください。 

 

以上 
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